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広

報

緑
豊
か
な
ま
ち

あ
び
こ

を
め
ざ
し
て

我
孫
子
市
に
は
、
手
賀
沼
・
利
根
川

・
古
利
根
沼
な
ど
の
水
辺
、
谷

津
の
入
り
組
ん
だ
地
形
、
樹
林
地
や
田
・
畑
の
緑
な
ど
で
構
成
さ
れ
る

独
特
の
自
然
環
境
が
あ
り
ま
す
が
、
市
街
化
が
進
む
中
で
次
第
に
緑
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
市
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
、

魅
力
あ
る
自
然
環
境
を
守
り
育
て
、
我
孫
子
ら
し
い
個
性
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

緑

の

本
市
は
、
昭
和

ω年
代
か
ら
印
年

代
に
か
け
て
宅
地
面
積
が
急
増
し
、

山
林
や
畑
が
馨
し
く
、
減
少
し
ま
し
た
。

昭
和

ω年
に
約
4
9
0
h
あ
っ
た

山
林
は
、
昭
和

ω年
に
は
約
2
6
2

h
と
約
半
分
に
減
少
し
、
現
在
で
は

1
8
1
hと
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

東
葛
北
部
の
盈
園
面

比
べ
て
み
広
島
円
いい
司

我
孫
子
市
は
、
樹
林
地
と
田

・
畑

な
ど
を
合
わ
せ
た
緑
全
体
で
は
、
野

田
市
に
次
い
で
市
域
に
占
め
る
割
合

が
大
き
く
、
ま
だ
ま
だ
自
然
が
豊
か

で
す
。
し
か
し
、
樹
林
地
(
山
林
)

に
限
っ
て
み
る
と
、
逆
に
松
戸
市
に

次
い
で
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
(表

表 1:市域面積に対する緑地の割合

山 林 農 地

野田市 7.4% (542) 28.7% (2113) 

我孫子市 4.2% (181) 31.5% (1359) 

流 山市 8.5% (296) 23.7% (823) 

相 市 6.0% (439) 23.3% (1701) 

松 戸市 2.4% (137) 16.1 % (933) 

こ
れ
は
、
手
賀
沼
と
利
根
川
に

沿
っ
て
農
地
が
広
が
り
、
そ
れ
に
挟

ま
れ
た
台
地
に
住
宅
地
が
形
成
さ
れ

る
と
い
う
独
特
な
地
形
が
影
響
し
て

い
ま
す
。
我
孫
子
市
に
と
っ
て
、
樹

林
地
の
保
全
は
特
別
に
重
要
な
課
題

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

な
お
、
市
民
1
人
あ
た
り
の
公
園

面
積
は
表
2
の
と
お
り
で
す
。

表2:市民1人あたりの公園面積

( )内は全体面積。単位はha

※「干襲県の都市づくり2002Jより

野田市 13.5 rri (163) 

我孫子市 6.9 rri (89) 

流 山 市 5.4 rri (81) 

松 戸市 4.5 rri (211) 

相 市 3.9 rri (129) 

( )内は全体面積。単位はhao(13年度末)

市
で
は
条
例
に
基
づ
い
て
市
内
の

目
h
の
緑
地
を

「保
存
緑
地
」
等
に

指
考
さ
ら
に
、
手
賀
沼
沿
い
斜
面

林
な
ど
特
に
重
要
な
緑
地
で
、
開
発

な
ど
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
は
、
市
で
買
い
取
っ
て
保
全

し
て
い
ま
す
(
8
年
以
降
ア
カ
所
3
・

3
h。
①
か
ら
⑦
)
。
〈
下
回
参
照
〉

市
で
取
得
し
た
緑
地
は
、
緑
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
市
民
の
皆
さ
ん

と
協
力
し
て
手
入
れ
を
し
て
、
市
民

開
放
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
森

(3
カ
所
)
や

自
然
環
境
を
生
か
し
た
公
聞
を
整
備

し
て
い
ま
す。

参加しl-う

緑ω参考づ〈
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船戸地区

平成 13年巴市で取得。 中学校の総合学習
の林業体験場所として利用されています。

一寿地区 (2令帯?
平成 14年巴市で取得。 市の景観
形成の重点ポイットとして位置づ
けられています。

ポラツティ?巴より、下草刈りや枯
木の伐採怠どが行われています。

平成 15年巴市で取得。

岡発戸運動広場巴隣接す
る緑地です。

平成8年巴
てだ苗木を植樹。将来雑木林をめざし
ています。

む緑豊 か なまちつつら し を鳥 -人 -



第 1105号 .t1: 2003.11.16 (2) 

給
制
一間
引

ガ
/
一

η

4
h
B
u
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巾ヨ
I
I

一

人
費
一

1
与
一

我孫 子 市 国
区 分

初 任 給
採用2年経過

初任 給
採用2年経過

後の給料月額 後の給料月額

大学卒 185，600円 200，200円
I種185，600円 200，200円

一般行政職 E種171，500円 185，600円

高校卒 149，200円 161，000円 139，500円 149，200円

5職員の学歴別・経験年数別平均給料月額の状況(平成15年4月1日現在)
区 分 経験年数10年 経験年数 15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 267，800円 311，600円 370，200円

高校卒 215，900円 267，800円 323，800円

技能労務職 高校卒 215，900円 256，500円 295，900円

凶 経験年数とは、学校卒業後直ちに我孫子市に採用され、引き続き勤務している場合には
採用後の年数をいい、採用前に民間歴等のある場合には、その期聞を換算し採用後の年数
に加算した年数をいいます。

6一般行政職の級別職員数の状況(平成 15年4月1日現在)
区 分 1級 2紐 3級 4紐 5紐 6紐 7紐 8級

計
標準的な職務内容 主事補 主事 主怪主事 主任 係長 課長補佐 課長 部長

職 員 数 2人 26人 75人 印人 211人 日人 40人 29人 499人

構 成 比 0.4% 5.2% 15.1 % 12.0% 42.3% 11.2% 8.0% 5.8% 1∞% 

参 1年前の構成比 1.4% 4.6% 15.3% 12.9% 41.6% 11.0% 7.8% 5.4% 1∞% 
考 5年前の構成比 2.4% 11.2% 15.6% 16.3% 35.3% 8.9% 5.9% 4.4% 1∞% 
倒1.標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

2 . 職員数~、我孫子市一般職の職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分によるものです。

7昇給期間短縮の状況

区 分 合 計
代表的な職種

一般行政職 技能労務職

職員数 (A) 1，049人 502人 143人

平成 普通昇給期間(12月"-'24月)を
12人 6人 0人

14年度 短縮して昇給した職員数 (8)

比率 (8/A) 1.1% 1.2% 0% 
倒職員数 (A)は、 14年度の採用職員を加えたものです。

8特別職の報酬等の状況(平成 15年4月1日現在)

区分
給料の月額

区 分
報酬の月額 期末 手当

(平成 15年 1 ~1日適用) (碕12年4月!日翻) (平成 15年度支給割合)

市 長 900，000円 議長 540，000円 6月期 2.25月分

助役 770，000円 副議長 480，000円 12月期 2.40月分

収入役 700，000円 議員 450，000円 4.65月分

9職員手当の状況(平成 15年4月1日現在)
区 分 我孫子市 国

扶
配偶者 14，000円 14，000円

養 官2日塁人固手協ま長で鶴の子自 1高人6.官α)0円
配136人説由者目~tな22zしaのEの場子合1 人1l人5日m11d2蹄α円M加O目円軍手

配偶者以外 1人1A. 5.000加円算

当
の扶養親族 1 A. 11.000 

合1A1m o R

住 借家の場合 賃家賃に応11じ.0て0028円.0を00超円えをる限場度合に支総家 家に賃応じ12て02070，0円00を超円えを限る度場合に支給家賃
居

手 自宅の場合
住持上者居所有者で、かっ主たる9.2生0計0維円

(新築取得後1，050年0間円2.500円)
当 記以外の者 4.500円

通 電車 ・パス
6カ月の定期券代を半年に一度支給 建加算築(5.0∞(JZPA22鰐臨説勤 の利用者 円を限度)

手
乗利用車等の 使を用支距給離に応じ4.6∞円'"23.9∞円 使を用支距総離に応じ2.∞0円'"20.ω0円

当 用者

期 期(末平手成15年度支給割合) (期(末平手成当15年度支給(勤割勉合手) 
末 (支給期) ( 当) (勤勉手当) ) 当)
勤 6月期 1.55月分 0.70月分 1.55月分 0.70月分

勉手
12計月期 1.70月分分 0.70月分分 1.70月分分 0.70月分分

3.25月 1.40月 3.25月 1.40月
当 制上の輔、嚇の等級による加算措置| 有 有

(支給率) (自己都合) (勧奨・定年) (自己都合) (勧奨 ・定年)
退 勤続20年 21.00月分 34.65月分 21.00月分 28.875月分

勤続25年 33.75月分 44.55月分 33.75月分 44.550月分

職 勤最高続限3度5額年 47.50月分分 62.70月分分 47.50月分分 62.700月分分
60.00月 62.70月 60.00月 62.700月

手 加そ 算の他措置の 定(年2時%早~期2退0%職の特加別算措)置 定(年2時%早~期2退0%職の特加別算措)置

当 温暖時特別昇~ 勧奨退聴者2号給 1号俸

※退聴手当については、千葉県市町村総合事務組合の退臓手当条例で支給率が定められています。

支 給 対 象 職員数 985人

支 給率 10% 

国の制度(支給率 )

釜歳特殊
職員全体に占める手当支給職員の割合 14.3% 

支給対象職員 1人当たり平均支給年額 58，356円
14勤

手当の種類 (手当数) 6種類

代表的な手当の 支給額の多い手当 環境現場作業手当

名 称多くの職員に支給されている手当

平成 13年度 支給総額 268，214千円
(決算) 職員 1人当たり支給年額 261千円

平成 14年度 支給総額 268，539千円

(決算) 職員 1人当たり支給年額 265千円

錨1.水道事業会計の職員を除く一般職の職員を対象としています。
2.期末勤勉手当の支給割合は、平成15年度の人事院勧告に伴う引き下げを含んでいません。

10職員定員の状況

(1)部門別職員数の状況(各年とも4月1日現在)
区 分 蟻 員 数 対前 年

主 な増減 理由
部 門 平成14年平成15年増減数

議
A企h 10 9 職臓員配置の見直しによる滅一 コE

総 務 154 151 -3 の廃止等による滅
般 税 務 52 52 。
~T 

民 生 218 215 -3 欠欠員員の不不補補充充による滅委託
衛 生 95 84 -11 の と民間 による滅

政 農林水産 14 14 。
部

高 工 5 5 。
土 木 107 106 職員配置の見直しによる滅

門 計 655 636 -19 

商i格 教 育 165 159 -6 欠員の不補充と民問委託による滅
i肖 防 146 146 。

計 311 305 -6 

普通会計の計 966 941 -25 
公 水 道 35 35 。

.6.営 下水道 19 18 業業務務の見見直直しによる滅滅計""企 その他 29 27 -2 の しによる
部門業等 小 計 83 80 -3 
.6. 計 1.049 1.021 -28 Eヨ

僧 職員数I!一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職
員などを含み、臨時または非常勤職員を除いたものです。

(2)定員管理適正化計画
市では、定員の適正化を図るため、第二次定員管理適正化計画を定めています。
計画は、14年度から 18年度までの5年間で、 13年度当初比の5.4%にあたる 57人を

削減するものですが、中途退職者の増加等により、実績は計画数値を大幅に上回っています。
このため、今年度中に計画の見直しを行い、さらに削減を進めることにしています。

区 分 13年 14年 15年 16年 17年 18年 減合計

計画減数 12 15 12 8 10 57 

計画職員数 1，049 1，034 1，022 1，014 1，004 

実績減数 12 28 ... ... ... 40 

実職員数 1，061 1，049 1，021 ... ... ... 

市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp
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皆さんの意見をお寄せください

地区拠点としての布佐駅南側

(駅前周辺)のあり方について

布
佐
駅
南
側
の
駅
前
周
辺
に
つ
い

て
、
地
域
の
自
然
、
歴
史
、
地
形
な

ど
の
特
性
を
活
か
し
た

「魅
力
あ
る

拠
点
づ
く
り
と
は
何
か
」
に
つ
い
て

皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

我
孫
子
市
は
、
我
孫
子

・
天
王
台

湖
北

・
新
木

・
布
佐
の
各
駅
を
中
心

と
し
た
5
つ
の
ま
と
ま
り
を
持
っ
た

-ー-.. t1 

地
区
で
形
づ
く
ら
れ
、
各
地
区
の
特

性
を
活
か
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
各
駅
周

辺
を
地
区
拠
点
と
し
て
位
置
付
け
、

地
区
の
中
心
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
拠

点
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
布
佐
駅
南
側
の
駅
前
周

辺
に
つ
い
て
は
、
地
区
拠
点
と
し
て

の
土
地
利
用
方
針
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
周
辺
で
は
複
数
の
幹

線
道
路
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

今
後
、
こ
の
地
域
の
住
環
境
に
大
き

な
変
化
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

事

-n
吻
h

ゆ
水
き
無
駄
じ
し
h

ゆ
い
七
恒
例
巳

水

道

管

漏

水
の

水
道
局
で
は
、
費
用
を
か
け
て
各

家
庭
に
給
水
し
て
い
る
大
切
な
水
を

無
駄
に
し
な
い
た
め
に
、
道
路
下
に

あ
る
水
道
管
(
給
水
管
)
や
宅
地
内

に
あ
る
止
水
栓

・
メ
ー
タ
ー
で
漏
水

調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査
は
以
下
の

よ
う
に
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
調
査
は
、
専
門
会
社

で
あ
る
側
リ
ク
チ
漏
水
調
査
に
委
託

し
て
行
わ
れ
ま
す
。

期
間

口
月
四
日
1
平
成
時
年
2
月

叩
日
(
予
定
)
〈
土

・
日
曜
日
、

祝
祭
日
を
除
く
)

時
間

午
前
8
時
却
分
か
ら
午
後

4
時
初
分

区
域

給
水
地
区
全
域
(
我
孫
子

市
内
と
取
手
市
小
堀
区
域
)

調
査
の
種
類
と
方
法

弁
栓
音
聴
翻
査
・・・
道
路
上
の
仕
切

弁
や
止
水
栓
、
消
火
栓
か
ら
漏
水

し
て
い
る
音
を
探
り
ま
す
。

戸
別
品
目
聴
調
査
・
:
ご
家
庭
の
水
道

メ
ー
タ
ー
や
宅
地
内
に
あ
る
止
水

栓
か
ら
漏
水
し
て
い
る
音
を
探
り

』

F
戸
別
音
聴
調
査

.地踏の皆さんとの話し合い

そ
の
た
め
、
計
画
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
検
討
す
る
た
め
に
、
今
年
度
か

ら
地
域
の
皆
さ
ん
と
「
ま
ち
づ
く
り

の
方
向
性
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
を

始
め
ま
し
た
。

図
書
館
や
学
校
が
立
地
し
、
ま
た
、

芸
術
と
自
然
が

一
体
と
な
っ
た
「
我

孫
子
野
外
美
術
展
」
が
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
と
い
う
特
性
を
持
つ
布
佐

駅
南
側
駅
前
周
辺
の
、
地
区
拠
点
と

し
て
の
あ
り
方
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法

意
見
(
書
式
自
由
。
文

字
数
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
)
と
住

所
、
氏
名
を
明
記
し
、
〒
2
7
o
l

-
-
9
2市
建
断
都
市
計
画
課
(
住

所
省
略
可
)
陥
7
1
8
5
・
4
3
2

9
、
E
メ
l
ル件。∞
V
F片
包
片
釦
片
口
@

a
q-ωσ
院
内

0
・nEσ
ど
H
U

へ
日
月
初

日
必
着
で
持
参
ま
た
は
郵
便
、
フ
ァ

ク
ス
、
E
メ
l
ル
で
送
付

園

都
市
計
画
課

・
内
線
5
9
3

調

査

、、，ー、
」ー

ま
す
。
(
設
定
し
た
区
域
の
み
実
施
)

路
面
音
聴
調
査
・・・
道
路
下
に
埋
設
さ

れ
て
い
る
水
道
管
の
漏
水
音
を
路
面

上
か
ら
探
り
ま
す
。
〈
交
通
量
が
少

な
く
な
る
時
間
帯
や
、
各
家
庭
で
あ

ま
り
水
道
を
使
わ
な
い
、
深
夜
(
午

後
日
時
か
ら
午
前
3
時
ご
ろ
を
予

定
)
に
実
施
)

確
認
調
査
・
:
ポ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
行

い
、
漏
水
し
て
い
る
正
確
な
場
所
を

発
見
し
ま
す
。

調
査
員
に
つ
い
て

①
調
査
員
は
、
水
道
局
が
発
行
し
た

写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
を
常
時
携

帯
し
、
我
孫
子
市
水
道
局
の
腕
章
を

付
け
て
い
ま
す
。

②
調
査
員
は
、会
社
指
定
の
制
服
(
作

業
服
)
を
着
用
し
て
い
ま
す
。

人

l糧

悶

"'.I'1oZ1I' -

閤

l買

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民
の

中
か
ら
市
町
村
長
が
推
薦
し
、
法
務

大
臣
が
委
嘱
し
た
方
々
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
仕
事
は
、
人
々

の
聞
に
正
し
い
人
権
の
考
え
方
を
広

め
、
人
権
尊
重
思
想
の
啓
発
に
つ
と

め
る
こ
と
、
人
権
を
侵
害
さ
れ
た
人

が
い
た
場
合
に
は
、
相
談
相
手
に

な
っ
て
救
済
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。

市
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
(
下
表

参
照
)
に
よ
る
人
権
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
毎
月
第
4
木
曜
日
に
市
役

所
西
別
館
2
階
面
談
室
で
開
設
し
て

い
る
ほ
か
、
各
個
人
で
も
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

協

力

を

③
戸
別
音
聴
翻
査
等
、
宅
地
内
で
の

調
査
の
場
合
で
も
、
皆
さ
ん
の
建
物

内
に
入
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
翻
査
員
は
、
漏
水
調
査
機
器
(
音

聴
棒

・
漏
水
探
知
機
)
を
使
用
し
て

調
査
し
ま
す
。

⑤
調
査
員
は
、
他
の
調
査
を
薦
め
た

り
、
各
種
鰭
具
の
購
入
の
勧
誘
は
、

絶
対
行
い
ま
せ
ん
。

①
漏
水
調
査
員
は
、
水
道
局
発
行
の

身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
の

で
、
提
示
を
求
め
、
調
査
員
か
ど
う

か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

②
不
審
だ
と
思
わ
れ
た
場
合
は
、
水

道
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

園

水
道
局
技
術
監
理
課
E
7
1
8

4
・

o
l
-
-

ら
れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

園

生
活
支
援
課

・
内
線
3
7
7

V人権擁護委員

氏 名 電話番号

杉 山 清吉 7188・4656

表 てる子 7185・0396

中 野 てる子 7182・2309

天利 信司 7185・0185

石 川 朝夫 7189・3253

障害のある万ガ地場で当だり前に暮らすだめに

多<

今
年
4
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
支
援

費
制
度
。
こ
の
制
度
は
、
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
者
で
あ
る
障
害
の
あ
る
方
と
、

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
で
あ
る
施
設
や

事
業
者
と
が
対
等
な
立
場
に
基
づ
き
、

利用
_，、、
ιーの 方 が

皆さ んの ご理解とご協力 を

契
約
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
新
し
い
制
度
で
す
。

ω月
末
現
在
、
4
1
2
人
の
障
害

者

・
児
の
方
が
居
宅
支
援
費
の
支
給

決
定
を
受
け
、
多
く
の
方
が
居
宅
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
(
表

1
)
。
ま
た
、
訓
練
等
の
た
め
の
施

設
利
用
で
施
設
支
援
費
を
受
給
し
て

い
る
方
は
表
2
の
と
お
り
で
す
。

障
害
の
あ
る
方
が
地
域
で
当
た
り

前
に
暮
ら
す
た
め
、
こ
の
制
度
の
役

割
が
さ
ら
に
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

支
援
費
制
度
で

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
巴
は

市
に
支
給
申
請
を
行
い

「支
給
決

定
」
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

支
給
決
定
さ
れ
る
と
市
役
所
か
ら

「
受
給
者
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
県
や
市
が
支
援
費
事
業
者
と
し

て
指
定
し
た
中
か
ら
利
用
し
た
い
施

設
や
事
業
者
を
選
ん
で
利
用
契
約
を

結
び
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
際
に
は
、
費

日
月
1
日
か
ら
、
身
体
障
害
者
補

助
犬
を
同
伴
す
る
こ
と
が
で
き
る
施

設
が
、
こ
れ
ま
で
の
交
通
機
関
や
公

共
施
設
に
加
え
て
、
デ
パ
ー
ト
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト、

ホ
テ
ル
、

飲
食
庖
な
ど
の

一
般
的
な
施
設
に
も

広
が
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

。
身
体
障
害
者
補
助
犬

身
体
障
害
者
補
助
犬
は
ペ
ッ
ト
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
別
な
訓
練
を
受

け
「
身
体
障
害
者
補
助
犬
法
」
に
基

づ
い
て
認
定
さ
れ
た
、
身
体
障
害
者

の
身
体
の

一
部
と
な
る
犬
で
す

(下

表
参
照
)
。
社
会
の
マ
ナ
ー
も
訓
練

さ
れ
、
手
入
れ
に
も
十
分
注
意
し
て

い
る
の
で
、
衛
生
面
も
安
心
で
す
。

固

千
葉
県
障
害
福
祉
課
宮
0
4
3

.
2
2
3
・
2
3
0
6
m
0
4
3
・

2
2
2
・
4
1
3
3

V表1居宅支援 (在宅サービス)支給決定状況 (平成15年10月末現在)

内 円合相 身体障害者 知的障害者 障害 児

身体介護 30 17 32 
ホーム 家事援助 32 11 5 
ヘルプ

移動介護 55 90 58 サービス
日常生活援助 。

デイサービス 114 69 

短期入所 15 72 59 

知的障害者地域生活握助(グループホーム) 一 2 一
支給決定実人数 186 113 113 

用
の

一
部
(
利
用
者
負
担
額
)
を
施

設
や
事
業
者
に
支
払
い
ま
す
。
残
り

の
費
用
は
施
設
や
事
業
者
か
ら
の
請

求
に
基
づ
き
、
市
が
利
用
者
に
代
わ

っ
て
支
援
費
と
し
て
支
払
い
ま
す
。

目の不自由な人が外出するとき、障害物を避けながら安全に
盲導犬 誘導します。ハーネスというハンドルをつけているのが特徴

です。

身体の不自由な人の手足となります。 ドアを聞けたり、電気
介助犬 をつけたり、ベッドへの移動を介助したり、障害に応じて活

躍します。

耳の不自由な人に音を知らせます。お湯の沸く音、ドアのチャ
聴導犬 イム、電話 ・ファクス、車のクラクションなどを聞き分けて、

伝えます。

V身体障害者補助犬の種類

(平成15年10月末現在)

対 象 施設種別 入所者数 通所者数 合計

療護施設 14 。 14 

身体障害者 更生施設 。
授産施設 4 。 4 

知的障害者
更生施設 48 62 110 

授産施設 9 25 34 

V表2施設訓練等支援支給決定状況
制
度
の
詳
し
い
内
容
や
手
続
き
の

方
法
に
つ
い
て
は
、
福
祉
総
合
相
談

室
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

固

福
祉
総
合
相
談
室

・
内
線
3
8

ファクスガイド ・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド ・声の便利帳ft7185-5000 ζ'J簡(f!eぃ
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あな間知識t経験f環境行政，:

環境審議会委員2募集

-ー-
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
畳
富

な
知
識
と
経
験
を
施
策
に
反
映
す
る

た
め
に
、
環
境
審
議
会
の
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

こ
の
審
議
会
は
、
市
民
の
方
を
は

じ
め
、
学
識
経
験
者
や
事
業
者
の
代

表
な
ど
ロ
人
以
内
で
構
成
さ
れ
、
環

境
の
保
全
に
つ
い
て
長
期
的
な
視
野

で
、
こ
れ
か
ら
の
環
境
行
政
の
基
本

的
事
項
な
ど
を
審
議
し
ま
す
。

募
集
人
員

3
人

t1 怠

応
募
資
格
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

(
他
の
審
議
会
等
の
委
員
に
委
嘱
さ

れ
て
い
る
方
は
除
く
)

任
期

平
成
時
年
1
月
幻
日
か
ら
2

年
間

報
酬

審
議
会
出
席
1
回
に
つ
き
7

0
0
0
円

選
定
方
法

選
考
委
員
会
に
よ
り
選

定応
募
方
法
「
環
境
づ
く
り
の
た
め

の
市
民
の
役
割
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
意
見
を
8
0
0字
以
内
に
ま
と

め
、
別
紙
に
住
所
、
氏
名
、
職
業
、

性
別
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
各

種
団
体
に
所
属
し
て
い
る
方
は
団
体

名
を
、
資
格
を
お
持
ち
の
方
は
資
格

名
を
明
記
し
、
ロ
月
日
日
消
印
有
効

で一
T
2
7
o
l
-
-
9
2
市
役
所
手

賀
沼
課
(
住
所
省
略
可
)
へ
郵
送
ま

た
は
持
参

※
応
募
さ
れ
た
原
稿
は
公
表
・
返
却

い
た
し
ま
せ
ん

圃
手
賀
沼
課
・
内
線
5
6
8

2 
3三0

賀。
詫至 4

叉Y年

し/師
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ク
リ
ー
ン
手
賀
沼
推
進
協
議
会
で

は
、
手
賀
沼
浄
化
の
願
い
を
込
め
て

作
成
し
た

「
2
0
0
4
年
版
手
賀
沼

カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
無
料
で
配
布
し
ま

す。配
布
日
時
・
場
所

。
抱
月
1
日
間

*
市
役
所
C
会
議
室
(
市
民
会
館
敷

地
内
プ
レ
ハ
ブ
)
:
・午
前
8
時
却
分

か
ら
午
後
7
時

*
つ
く
し
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー

ル
、
ア
ビ
ス
夕
、
湖
北
台
市
民
セ
ン

市
民
活
動
フ
ェ
ア
-m
あ
び
こ
2
0
0
4

第
2
次
実
行
委
員

第 1105号

「市
民
活
動
フ
ェ
ア

mあ
ぴ
こ

2

0
0
4
」
(
平
成
時
年
2
月
お
日
-

m日
に
ア
ビ
ス
タ
で
開
催
)
の
実
行

委
員
と
参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

我
孫
子
市
で
は
、
地
域
課
題
に
取

り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
市
民

公
益
活
動
が
活
発
に
行
な
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
市
民
公

益
活
動
を
広
く
市
民
に
知
っ
て
い
た

だ
き
、
参
加
意
識
や
支
援
者
・
理
解

者
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

市
民
活
動
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
度
の
メ
イ
ン
テ
1
マ
を

「自

分
に
で
き
る
こ
と
気
づ
き
驚
き

新
た
な
出
会
い
」
と
し
、
各
団
体
の

社
会
貢
献
活
動
の
P
R
、
グ
ル
ー
プ

相
互
の
情
報
提
供
・
交
流
、
学
習
会

参
加
団
体
を
募
集

第
2
次
実
行
委
員
会
に
つ
い
て

対
象

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

団
体
、
社
会
貢
献
の
取
組
み
を
行
っ

て
い
る
企
業
等

参
加
費

1
団
体
5
0
0
円
(
運
営

費
)

。
第
2
次
実
行
委
員
(
個
人
向
け
)

説
明
会

日
時
・
場
所
ロ
月
7
日
制
午
前
日

時
か
ら
正
午
、
市
役
所
分
館

内
容

①
6
つ
の
個
別
テ
1
マ
(
交

流
、
体
験
・
実
演
、
楽
し
み
、
展
示
、

講
座
、

P
R
)
に
基
づ
く
、
個
別
企

画
案
の
提
案
・
実
施
②
ホ
l
ム
ペ

ー
ジ
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成

申
し
込
み
・
圃

い
ず
れ
も
電
話
で

市
民
活
動
支
援
謀
・
内
線
4
8
9

• 

な
ど
を
行
い
ま
す
。

今
後
フ
ェ
ア
に
向
け
て
、
第
1
次

実
行
委
員
会
で
決
定
し
た
6
つ
の
個

別
テ
l
マ
を
基
本
と
し
て
、
個
別
企

画
案
の
提
案
や
実
施
に
向
け
た
具
体

的
な
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
た
め
、
第
2
次
実
行
委
員
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
個
人

や
フ
ェ
ア
当
日
に
参
加
い
た
だ
け
る

団
体
(
団
体
か
ら
1
人
を
実
行
委
員

と
し
て
選
出
)
と
個
別
企
画
を
募
集

し
ま
す
。

。
参
加
団
体
説
明
会

日
時
・
場
所
ロ
月
7
日
制
午
後
1

時
初
分
か
ら
3
時
初
分
、
市
役
所
分

館内
容

活
動
の
P
R
、
情
報
提
供
、

者週間関連行事宝ロ障

ロ
月
3
日
(
国
際
障
害
者
デ
1
)

か
ら
9
日
(
障
害
者
の
日
)
ま
で
の

1
週
間
は
「
障
害
者
週
間
」
で
す
。

障
害
を
持
つ
方
の
自
立
と
社
会
参

加
を
進
め
る
た
め
に
は
、
障
害
者
に

対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
認

識
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
市
で
は
、
こ

@ 消費生活センターから

I健康食品lは
よ〈調べて買いましょう

最
近
、
健
康
食
品
が
ブ
1
ム
に
な

っ
て
い
ま
す
。
健
康
食
品
は
不
足
し

て
い
る
栄
養
紫
を
補
う
等
の
た
め
の

も
の
で
、
効
能
効
果
を
う
た
う
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

一
方
、
医
薬
品
は
効
能
効
果
を
う

た
え
ま
す
が
、
薬
局
や
薬
庖
な
ど
で

し
か
販
売
で
き
ま
せ
ん
。
作
用
や
毒

性
が
強
く
医
薬
品
に
し
か
使
え
な
い

成
分
も
あ
り
ま
す
。

。
事
例
(
相
談
者
・
必
歳
男
性
)

人
間
ド
ッ
ク
で
血
糖
値
が
高
い
と

の
週
間
の
趣
旨
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
次
の
と
お
り
講
演
会
等
を
開
催

し
ま
す
。

自
閉
症
フ
ォ
ー
ラ
ム

-m我
孫
子

日
時
日
月
お
日
嗣
午
後
O
時
記
分

開
会
(
参
加
無
料
)

場
所
手
賀
沼
親
水
広
場
「
水
の
館
」

内
容

*
基
調
講
演
「
自
閉
症
の
基
本
解

説
と
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
」

講
師
:
・
土
屋
立
さ
ん
(
千
葉
県
自
閉

症
・
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
療
育
担
率
一
)

*
フ
ォ
ー
ラ
ム
大
屋
滋
さ
ん
(
自

閉
症
協
会
千
葉
県
支
部
長
・
旭
中
央

病
院
脳
神
経
外
科
部
長
)
、
青
木
英

こ
さ
ん
(
県
立
我
孫
子
養
護
学
校
教

務
主
任
)
、
白
水
晃
子
さ
ん
(
我
孫

子
市
自
閉
症
児
親
の
会
)
、
遠
藤
美

香
(
我
孫
子
市
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ

ー
心
理
相
談
員
)

*
作
品
展
示
(
身
体
障
害
者
セ
ン
タ

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
チ
ラ
シ
に
血
糖

値
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
健
康
食
品

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
購
入
し

て
よ
い
で
し
ょ
、
?
か
。

。
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め
の
ア

ド
バ
イ
ス

広
告
で
医
薬
品
の
よ
う
な
効
能
効

果
を
う
た
っ
て
い
る
健
康
食
品
は
注

意
が
必
要
で
す
。
医
薬
品
に
し
か
使

え
な
い
成
分
を
用
い
、
そ
れ
を
薬
局

や
薬
庖
以
外
の
場
所
で
購
入
し
、
摂

取
量
が
不
適
切
な
た
め
に
健
康
被
害

が
出
た
例
も
あ
り
ま
す
。
成
分
等
も

含
め
て
よ
く
調
べ
、
専
門
家
の
意
見

を
聞
い
て
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
購
入
契
約
の
解
除
に
つ
い
て

は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

相
駿
日
時

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の

午
前
日
時
か
ら
正
午
、
午
後
1
時
か

ら
3
時
(
祝
日
、
年
末
年
始
除
く
)

圃
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
宮
郎
7
1

8
5
・
0
9
9
9

1
利
用
者
の
作
品
)

定
員

先

着

2
0
0
人

申
し
込
み

不
要
(
直
接
会
場
へ
)

圃
生
活
支
援
課
・
内
線
3
8
4

ア
ル
コ
ー
ル
と
健
康
を
考
え
る
集
い

日
時
ロ
月
日
日
出
午
後
1
時
却
分

開
会
(
参
加
無
料
)

場
所
市
民
会
館

内
容

*
寸
劇
興
味
と
格
好
づ
け
(
一
気

飲
み
)
の
集
団
行
動
と
し
て
起
こ
る

ア
ル
コ
ー
ル
問
題
:
・
劇
団
ト
ゥ
ハ

l

'
F
 

*
講
演
「
思
春
期
の
ゆ
ら
ぎ
と
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
」
講
師
:
・
田
中
純
夫

さ
ん
(
順
天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康

科
学
部
助
教
授
)

定

員

先

着
2
0
0
人

申
し
込
み

不
要
(
直
接
会
場
へ
)

圃
福
祉
総
合
相
談
室
・
内
線
4
2

を協力
圃-~~

(~ 犯罪捜査 に花づくりを家族で野菜づくり、

市民農園の利用者を募集 =あなたの情報が事件解決の糸口に=

不審な人や車を目撃した場合は、た

めらわず通報を。

O聞き込み捜査にご協力を!
ささいな情報でもかまいません。積

極的にご協力を。

O被害にあったときは、必ず届け出を!
被害の拡大を防止するためにも、勇

気を出して届け出を。

※オウム真理教特別手配犯の情報は 8

0120・006024(フリーダイヤル)

連絡先我孫子警察署07182・0110

警察では、 11月に指名手配被疑者の

追跡捜査を行っています。

。指名手配被疑者の逮捕にご協力を!

似ている人を見かけたり、情報をお

持ちの方は通報を。

。「事件かなJと思ったら、迷わず

110番を!

おかしいと思ったり、怪しい人を見

かけた場合は通報を。

。犯罪について知っていることは、積

極的に通報を!

利用料金年額9000円

※申し込みは、どちらか1力所のみで、

応募ハガキは1世帯1枚に限ります。

申し込み往復ハガキに「市民農園利

用希望J、住所、館、年齢、職業、電

話番号、希望農園名、現在市民農園を

利用している方は農園名と区画番号、

返信ハガキに申込者の住所、氏名を明

記し、12月1日消印有効で〒270・1192

市御月農政課(住所省略可)ヘ

固農政課・内線512

募集区画 *高野山ふれあい市民農園

…95区画 *浅間前新田市民農園…

112区画(いずれも応募者多数の場合

は抽選)

利用できる方市内在住の方(高野山

ふれあい市民農圏第1期利用者(現在

A"'I区画を利用されている方)を除

く)

利用期間平成16年4月1日から 18

年3月20日

区画面積 30 rrf (5 m x 6 m) 

市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp
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演会

市民活動元気づくり事業

=暮らしの中にスポーツを=

-ー-

"'' .，
 

-
am 

'
A
n
 

市
で
は
、
千
葉
県
か
ら
モ
デ
ル
地

域
の
指
定
を
受
け
、

N
P
O
(市
民

活
動
団
体
)
が
活
動
し
や
す
い
環
境

を
作
っ
て
い
く
た
め
に
、
市
民
活
動

団
体
叩
団
体
と
「
市
民
活
動
元
気
づ

く
り
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
「
暮
ら
し
に
身
近
な
場
所

で
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
誰
で
も
が

ス
ポ
1
ツ
を
楽
し
め
る
環
境
忌
り

.. 
ti 事

た
い
」
と
い
う
思
い
を
持
っ
た
、

4

つ
の
団
体
が
協
力
し
て
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
め
る
環
境
を
ど
の
よ
う
に

創
っ
て
い
く
か
、
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
日
月
初
日
制
午
後
1
時
初
分

場
所
千
葉
県
親
水
広
場
「
水
の
館
」

講
師
大
木
昭
一
郎
さ
ん
(
筑
波
大

学
名
誉
教
授
)

演

題

暮

ら
し
の
中
に
ス
ポ
ー
ツ
を

S
地
域
で
の
ふ
れ
あ
い
を
め
ざ
し
て

参
加
費
無
料
(
申
し
込
み
不
要
、

当
日
直
受
蕩
へ
)

主
催

N
P
O
法
人
ス
マ
イ
ル
ク
ラ

ブ
、
我
孫
子
市
体
育
指
導
委
員
連
絡

協
議
会
、
我
孫
子
市
体
育
協
会
、
天

王
台
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

圃
市
民
活
動
支
按
課
・
内
線
4
8

8
 

ク
リ
ス
マ
ス
フ
ラ

7
7キ
を
作
る
う

対
象
・
定
員

小
・
中
学
生
時
人

(
小
学
校
2
年
生

以
下
は
保
護
者
同

伴
)
、
一
般
8
人

(
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
)

持
参
は
さ
み
、

初
叩
定
規
、
レ
ジ

袋
、
ぞ
う
き
ん

参
加
費

6
0
0
円
(
材
料
代
)

申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
「
丸
、
の
工
作
」
、

住
所
、
氏
名
、
学
年
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、

u月
辺
日
必
着
で
〒
2
7

0
1
1
1
4
7
若
松
お
の
4
我
孫
子

地
区
公
民
館
へ

圃
我
孫
子
地
区
公
民
館
宮
7
1
8

2
・
0
5
1
1

ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
を
使
っ
て
、

生
花
を
ケ
l
キ
の
よ
う
に
ア
レ
ン
ジ

し
ま
す
。

日
時
ロ
月
6
日
出
午
前
日
時
か
ら

正
午

場
所
ア
ピ
ス
タ

内
容
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

に
よ
る
フ
ラ
ワ
ー
ケ
ー
キ
作
り

V 
ビ

VJ{ 

A 

日
時
日
月
mm
日
出
午
前
日
時
却
分

か
ら
午
後
O
時
初
分

場
所
ア
ビ
ス
タ

曲
目
パ
ッ
ト
ウ
ェ
イ
ト
ゼ
ア
ズ
モ

ァ
、
ス
ウ
ィ
ン
グ
シ
フ
ト
ほ
か

ジ

泳

三

ア

ー

ズ

ジ

占T

H
Y

-

出
演
し
『
ロ
ロ
F
O
吋

.
ω
(『釦
N
N
M『

-・・圃圃

ピザで
クリスマスパーティ

f食J

ャA

z

 

m
v
u
j
f
r
、
宮
本
対
断
(
サ
ッ
ク

ス
)

定
員

1
0
0
人
(
当
日
午
前
日
時

か
ら
ア
ピ
ス
タ
ホ
1
ル
前
で
入
場
整

理
券
を
配
布
)

入
場
料
無
料

圃
我
孫
子
地
区
公
民
館
8
7
1
8

2
・
0
5
1
1

Jジ

Z了

ア陶芸講座--・岡国・シ
参加をお待ちしています65歳以上の初心者の方

陶
芸
を
経
験
し
、
つ
く
る
楽
し
さ

を
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
ロ
月
4
日
同
・

5
日
働

-
u

日
制
・
日
日
同
・

2
日
開
い
ず
れ
も

午
前
9
時
初
分
か
ら
午
後
3
時
(
全

5
回
、
た
だ
し
U
日
と
辺
日
は
正
午

ま
で
)

場
所
ア
ピ
ス
タ

内
容
湯
飲
み
や
茶
碗
の
制
作

対
象
・
定
員
缶
歳
以
上
の
陶
芸
初

心
者
で
全
日
程
参
加
可
能
な
方
、
加

入
(
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

持
参
ご
み
袋
、
エ
プ
ロ
ン

参
加
費

5
0
0
円

(
5
回
分
の
材

料
費
)

申
し
込
み
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
シ
ニ

ア
陶
芸
講
座
」
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
日
月
勾

日
必
着
で
〒
2
7
O
I
l
-
4
7
若

松
お
の
4
我
孫
子
地
区
公
民
館
へ

圃
我
孫
子
地
区
公
民
館
宮
7
1
8

2
・
0
5
1
1

今
回
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
向
け
の
ピ

ザ
を
作
り
ま
す
。

日
時
ロ
月
日
日
出
午
前
日
時
か
ら

午
後
O
時
却
分

場
所
ア
ピ
ス
タ

内
容

ミ
ッ
ク
ス
ピ
ザ
、
マ
シ

ュ
マ

ロ
ピ
ザ
、
ミ
ニ
サ
ラ
ダ
、
フ
ル
ー
ツ

シ
ェ
イ
キ
1

対
象
・
客
員
小
学
生
、
初
人
(
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
た
だ
し

初
め
て
参
加
す
る
方
を
優
先
)

参
加
費

5
0
0
円

持
参
ふ
き
ん
、
台
ふ
き
ん
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
手
ふ
き
、
ご
み

袋
、
上
履
き

申
し
込
み
ハ
ガ
キ

(
1
人
1
枚。

た
だ
し
家
族
は
連
名
可
)
に
「
子
ど

も
「
食
』
ク
ラ
ブ
」
、
住
所
、
氏
名
、

学
年
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

u月

辺
日
必
着
で
〒
2
7
O
I
l
-
4
7

若
松
お
の
4
我
孫
子
地
区
公
民
館
へ

圃
我
孫
子
地
区
公
民
館
宮
7
1
8

2
・
0
5
1
1

P

C
カ
レ
ッ
ジ

初
心
者
の
方
を
対
象
と
し
た
パ
ソ

コ
ン
教
室
で
す
。

受
講
中
の
方
は
、
受
講
料
入
金
後

6
カ
月
間
は
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
付
き

の
パ
ソ
コ
ン
開
放
時
聞
を
優
先
的
に

利
用
し
、
受
講
内
容
を
繰
り
返
し
学

習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
(
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接
続
は
不
可
)

場
所
市
民
プ
ラ
ザ

内
容
下
表
参
照

受
付
時
間
午
前
日
時
か
ら
午
後
7

時
(
毎
月
第
2
・
3
木
曜
日
休
館
)

※
詳
し
く
は
、
市
民
プ
ラ
ザ
に
用
意

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

圃
市
民
プ
ラ
ザ
宮
7
1
8
3
・
2

唱

i
唱
ム
唱
ム

講座名 単π受講料 対 象

パソコン入門事 3 3.500円初u者の方
WORD2002本 5 8.000円
EXCEL2002本 5 8.000円

文字肋のできる方
インターネ、ソ卜 4 5.500円
文書管理 2 2.500円

※1単元90分。受講料l<tテキス卜代、通信代を含む。

※本の講座は再受講券1回分力測に付きます。

県立関宿城博物館
12月の催し• 

参加費 400円(材料費、保険料)

申し込み・固 11月21日午前9時か

ら電話で関宿城博物館O7196・1400

@関宿峨写真展 I関宿蛾近辺の風景~

峨・川・田園j

日時 12月2日閃から 1月12日制午

前9時から午後4時30分(入場無料)

蝿所 県立関宿城博物館多目的室

休館日 月曜日、 12月26日から 1月

3日
固関宿城博物館o7196-1400 

。予ども博物館教室 I正月の準備をし

ようj

大きめの空き缶を利用して、 卓上の

ミ二門訟を作ります。

日時 12月21日(日)午前 10聞から正午

場所 県立関宿城博物館(野田市関宿

三軒家 143の4)

対象・定員中学生以下のお子さん(保

護者同伴可)、先着30人

措参大きめの空き缶2個、力ッター

ナイフ

(7時)ほか

※我孫子駅南口駅前の商庖に置いてあ

るポス ト力一ド4種類すべてを集めて

ご持参ください。点灯式当日午後5聞
からイルミネーショングッズを先着

100人にプレゼン 卜します。(ポス ト

力一ドは116に1種類置いてあります。
南口駅前の商庖を探してください)

主催イルミネーションプロジェク 卜

starlight harmony (すたはも)
固商工観光課・内線505

我孫子駅南口の夜を彩るイルミネー

ションの点灯式を行います。

このイルミネーションは我弼子を輝

かせるための第一歩として、我3菜子駅
南口商庖会と江戸川大学マスコミュニ

ケーション学科の学生が協力して取り

組んでいます。せて〉、お越しください。

日時・場所 11月28日幽午後6時30

分、我孫子駅南口(雨天聞は翌日lこ)1目延)
内容 ダンス、 トランペッ トとジャズ

ピアノの共演、イルミネーション点灯

ζ剃簡(f;eぃ ファクスガイド ・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド ・声の便利帳ft7185-5000 
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強
弱
包〉

急
融:

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催
・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
、
市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

で
か
け
て

み
ま
せ
ん
か

リ
サ
イ
ク
ル
・
フ
リ
I
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
月
初
日
間
叩
時
i
u
時

所

ふ
れ
あ
い
工
房
(
青
山
4
5
0
)

※
寧
で
お
越
し
の
方
は
、
N
E
C駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

固

ふ
れ
あ
い
工
房
宮
7
1
8
6
・

5
5
0
0
 

日

-ー-
我
孫
子
市
民
コ
ン
サ
ー
ト
・
辺

こ

う

も

り

&

新

世

界

目

白
月
比
日
制
比
時
開
演

所

市
民
会
館

内

喜
歌
劇

・
こ
う
も
り
i
ハ
イ
ラ

イ
ト
(
日
本
語
上
演
)
j
(
ヨ
ハ
ン
・

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

E
世
)
、
交
響
曲
第

9
番
「
新
世
界
よ
り
」
(ド
ボ
ル
ザ
1

た
め

ク
)
、
市
民
の
為
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー

レ

(コ
1
ブ
ラ
ン
ド
)

指
揮

柳
樽
寿
男
さ
ん

出

我
孫
子
市
民
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
管
弦
楽
団
、
あ
ぴ
こ
声
楽
家
協
会

費

1
0
0
0
円
、
前
売
り
ペ
ア
チ

ケ
ッ
ト
1
5
0
0
円
(
会
席
自
由
)

入
場
券
販
売
所

市
民
会
館
内
売
庖

ひ
ろ
が
り
、
ブ
ッ
ク
イ
ン
ひ
ら
が
、

荒
井
誉
庖
、
東
京
事
務
器
、
写
真
の

お
ち
あ
い

固

橋
本
宮
7
1
8
4
・
5
6
9
8

映

画

「

学

び

座

」

5
ソ
l
ラ
ン
の
歌
が
聞
こ
え
る
5

日
・
所

ロ
月
6
自
国
①
凶
時
開
演
、

②
時
時
間
演
、
市
民
会
館

内

「
ア
ス
カ
組
」
「
キ

ッ
ズ
ソ
1
ラ

ン
隊
(
小
学
生
)
」
「
若
者
隊
(
中
学

生
以
上
)
」
に
よ
る
ソ
1
ラ
ン
踊
り

日
・・・日時

" 
怠第 1105号

所
・・・場所

の
上
演
、
映
画
「
学
び
座
」
の
上
映

費

前

売

り
1
2
0
0
円

(小
学
生

以
下
6
0
0
円
)

※
当
日
券
は
各
2
0
0
円
増
し
。

申
・
固

電
話
で

N
P
O法
人
あ
ぴ

こ
子
ど
も
劇
場
宮
7
1
8
8
・
9
0

7 
8 日

本
舞
踊
「藤
人
の
会
」
公
演

日
月
初
日
冊
目
時
開
演

所

市
民
会
館

出

藤
間
藤
人
さ
ん
、
藤
間
蘭
賛
さ

ん
ほ
か

費

2
0
0
0
円
(
全
席
自
由
)

固

石
原
告
7
1
8
2
・
0
1
6
1

第

6
回
我
孫
子
野
外
美
術
展

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

日

日
月
辺
自
国
防
時
初
分
開
演

所

湖
北
地
区
公
民
館

内

若
手
ジ
ャ
ズ
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
よ

る
即
興
演
奏

出

リ
ア
ル
ブ
ル
l
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

費

1
0
0
0
円
(
高
校
生
以
下
5

0
0
円
)
〈
全
席
自
由
)

固

同
美
術
展
実
哲
委
員
会
事
務
局

宮

7
1
8
9
・
0
3
2
4

記
事
の
訂
正

(広
報
室
)

広
報
あ
ぴ
こ
日
月
1
日
号
7
面
の

我
孫
子
野
外
美
術
展
の
記
事
の
う
ち
、

「弼
神
楽
」
を

議
神
楽
」
に
、
「
森

の
コ
ン
サ
ー
ト
②
」
の
「
(
雨
天
中

止)」

を
「
(
雨
天
時
は
相
島
芸
術
文

化
村
で
開
催
)
」
に
訂
正
し
ま
す
。

天
王
台
北
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
鵠
会

文

化

祭

日
・
所

日
月
お
日
出
ロ
時
i
口
時
、

初
日
制
9
時
i
M
時
、
天
王
台
北
近

隣
セ
ン
タ
ー
(
入
場
無
料
)

内

展
示
(
両
日
)
・:
替
、
生
け
花
、

出
・
:
出
席
者
・
出
演
者

日

内
・・・内容

種
・・・種目

野
草
、
は
が
き
絵
、
ト
l
ル
ペ
イ
ン

ト
ほ
か
体
験
コ
ー
ナ
ー
(
初
日
)

:・
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
押
し
花
絵
、
は

が
き
絵
ほ
か
お
茶
席
(
初
日
目
時

i
)
:・
一
席
3
0
0
円
喫
茶
室
(
両

日
)
・:
コ
ー
ヒ
ー
ほ
か
(
有
料
)

固

天
王
台
北
地
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
宮
7
1
8
2
・
9
9
8
8

あ
そ
び
に
お
い
で
よ

お
も
ち
ゃ
図
書
館

!

日

日
月
訂
日
同
日
時
1
日
時
初
分

所

湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

内

安
心
し
て
遊
べ
る
木
の
お
も
ち

ゃ
、
手
作
り
の
布
の
お
も
ち
ゃ
ほ
か

対

就
学
前
の
乳
幼
児
と
保
護
者

費

無
料

固

我
孫
子
お
も
ち
ゃ
図
書
館
か
っ

ぱ
の
家

・
尾
野
宮
7
1
8
5
・
5
5

8
1
、
ザ
ポ
l
ト
セ
ン
タ
ー
宮
7
1

8
5
・
5
2
3
3

島
原
ア
l
ト
フ
ェ
ス
タ

日
・
所

日
月
辺
自
国
日
時
i
m
時
、

お
日
制
叩
時
i
ロ
時
、
湖
北
台
近
隣

セ
ン
タ
ー

(
入
場
無
料
)

内

絵
画
、
写
真
、
舎
道
、
俳
句
、

手
芸
、
陶
芸
、
生
け
花
な
ど
の
展
示

固

島
原
自
治
会

・
中
村
君
7
1
8

8
・
5
7
7
3

参

加

し

て

み
ま
せ
ん
か

ダ

l
ツ

講

習

会

ロ
月
刊
即
日
ωw
u
時
1
日
時

所

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

対

日
人
(
身
体
障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
の
方
優
先
)

費

無
料

申
・
固

電
話
で
ロ
月
9
日
ま
で
に

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
宮
7
1

8
8
・
0
1
4
1

日天
王
台
北
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
続
会

ク
リ
ス
マ
ス
パ

ー
テ
ィ

ー

ロ
月
初
日
回
げ
時
i
m
時

対
・
:
対
象
・
客
員

日

持
・・・持参

所

天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

内

生
バ
ン
ド
音
楽
と
ダ
ン
ス

出

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
リ
ベ
ル
テ

対

先
着
1
0
0
人
(
チ
ケ
ッ
ト
は

日
月
げ
日
聞
か
ら
同
近
隣
セ
ン
タ
ー

窓
口
で
販
売
)

費

1
0
0
0
円

(
軽
食
、
飲
み
物

付
き
)

固

天
王
台
北
地
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
宮
7
1
8
2
・
9
9
8
8

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
を

体
験
し
て
み
よ
う
!

日

日
月
初
日
制
叩
時
1
ロ
時
初
分

所

ア
ピ
ス
タ
(
参
加
無
料
)

内

手
賀
沼
公
園
で
の
野
外
活
動
体

験
と
工
芸
品
作
り
、
入
団
説
明
ほ
か

対

平
成
時
年
4
月
1
日
現
在
で
満

5
歳
i
げ
歳
の
女
子

持

水
筒
、
防
寒
着
、
筆
記
用
具

申
・
固

電
話
で
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

千
葉
県
第
必
団

・
北
嶋
君
7
1
8
4

-
4
5
3
1
 

我
孫
子
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会

公

開

講

演

会

日

日
月
初
日
冊
目
時
初
分
i
M即
時

所

中
央
学
院
大
学
6
号
館
6
1
3

教
室
(
参
加
無
料
)
〈
駐
車
場
あ
り
)

内

「
山
か
ら
学
ぶ
エ
コ
ロ
ジ
ー
ー

ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
野
口
健
さ
ん
と
エ
ベ

レ
ス
ト
へ
」
講
師
:・
谷
口
ケ
イ
さ
ん

(
野
外
研
修
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
)

※
講
演
終
了
後
に
「
浦
富
美
さ
ん
と

歌
い
ま
し
ょ
う
l
」
を
実
施
。

対

当
日
先
着
1
0
0
人

固

森
本
宮
7
1
6
9
・
9
7
3
5

平

成

研

究

会

1
0
0
回
記
念
公
開
講
演
会

日

日
月
M
日
側
凶
時
i
v即
時

所

ア
ビ
ス
タ
(
参
加
無
料
)

内

「地
方
都
市
に
お
け
る
街
づ
く

り
i
時
代
の
流
れ
に
沿
っ
た
街
づ
く

り
と
は

i
」
講
師
・:
大
林
成
行
さ
ん

(
東
京
理
科
大
学
名
誉
教
授
)

対

当
日
先
着
記
入

園

同
研
究
会
事
務
局

・
山
崎
君
陥

7
1
8
9
・
4
2
6
1

布

佐

再

発

見

!

ふ
れ
あ
い
ウ
オ
l
ク
ラ
リ
l

日
・
所

日
月
お
日
鯛
8
時
却
分
、

布
佐
駅
南
口
広
場
集
合
(
小
雨
実
施
)

内

ウ
オ
l
ク
ラ
リ
l
(
8
蜘
コ
ー

ス、
1
・5
M
コ
1
ス
)
、
ピ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
、
野
外
美
術
展
鑑
賞

※
昼
食

(
赤
飯
、
豚
汁
)
付
き
。

※
高
齢
の
方
や
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
方

も
ご
参
加
を
(
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
り
)
。

費

2
0
0
円

申

直
接
布
佐
ス
タ
ン
プ
会
加
盟
庖
、

直
接
ま
た
は
電
話
で
布
佐
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
宮
7
1
8
9
・
2
1
1

9
(月
・
水

・
金
)
〈
当
日
参
加
可
)

主

布

佐
商
興
会
、
布
佐
地
区
社
会

福
祉
協
議
会

固

同
イ
ベ
ン
ト
実
管
委
員
会

・
小

嶋
君
7
1
8
9
・
2
6
8
2
、
布
佐

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
宮
7
1
8
9

・
2
1
1
9
(月

・
水

・
金
)

あ
び
こ
雑
学
ね
っ
と

「き
ら
り
我
孫
子
人
」
お
話
会

日
・
所

日
月
幻
日
同
ロ
時
却
分
i

u時
、
ア
ピ
ス
タ

内

「
我
孫
子
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
逮

絡
会
」
講
師
・:
福
田
禎
子
さ
ん

費

3
0
0
円

申
・
固

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
日
月

初
日
ま
で
に
都
筑
宮
陥
7
1
8
4
・

5
4
6
4
 

我
孫
子
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

第

叩

回

年

代

別

大

会

日
・
所

ロ
月
7
日
同
8
時
初
分
受

け
付
け
、
市
民
体
育
館

種

男
子
ダ
ブ
ル
ス
、
女
子
ダ
ブ
ル

ス
(
い
ず
れ
も

一
般
、
初
代
、

ω代
、

田
代
で
、

各
年
代
と
も
オ
ー
プ
ン
)

費

1
人
1
2
0
0
円

(
中
学
生

・

高
校
生
6
0
0
円
)

申
・
固

ハ
ガ
キ
に
種
目
、

2
人
の

住
所

・
氏
名

・
年
齢

・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
日
月
幻
日
必
着
で
〒
2
7

O
I
l
-
-
2
新
木
3
1
0
0
の
臼

稲
葉
谷
輝
樹
君
7
1
8
7
・
2
5
4

9
 

費
・・・費用

申
・
:
申
し
込
み
(
記
載
の
な
い
も
の
は
申
し
込
み
不
要
)

我
孫
子
市
オ
ー
プ
ン
卓
球
大
会

日
・
所

ロ
月
お
日
制
9
時
受
け
付

け
、
市
民
体
育
館

種

一
般
男
女
別
シ
ン
グ
ル
ス

・
ダ

ブ
ル
ス

費
シ
ン
グ
ル
ス
:
・
6
0
0
円

(市

内
小

・
中
学
生
2
0
0
円
)
、
ダ
ブ

ル
ス
:
・
1
組
1
2
0
0
円

(古里内
小

.
中
学
生
4
0
0
円
)

申
・
固

ハ
ガ
キ
に
(
ダ
ブ
ル
ス
は

2
人
の
)
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

所
属
団
体
名
、
大
会
名
、
種
目
を
明

記
し
、
ロ
月
5
日
必
着
で
〒
2
7
o

l
-
-
6
4
つ
く
し
野
3
の
5
の
1

0
3
吉
田
常
子
宮
7
1
8
2
・
6
9

7
4
 

我
孫
子
登
山
倶
楽
部

市

民

登

山

教

室

日
・
所

ロ
月
日
日
出
5
時
初
分
、

我
孫
子
駅
北
口
広
場
集
合
(
雨
天
実

施
)
〈
パ
ス
利
用
〉

行
き
先

越
前
岳
(
愛
鷹
山
塊
)

対

詩
人
(
応
募
者
多
数
時
は
抽
選
)

費

6
0
0
0
円
(
保
険
料
を
含
む
)

申
・
固

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
日
月

幻
日
必
着
で
〒
2
7
o
l
l
l
3
1

都
部
2
の
ロ
松
村
憲
二
宮
7
1
3
9

.
4
0
7
5
 

親
子
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
教
室

日
・
所

ロ
月
お
日
制
①
叩
時
i
u

時
②
日
時
初
分
1
日
時
初
分
、
吉
田

記
念
テ
ニ
ス
研
修
セ
ン
タ
ー
(
相
市

花
野
井
)
〈
雨
天
実
施
〉

対

テ
ニ
ス
を
し
た
こ
と
の
な
い
4

歳
i
u歳
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
、

各
国
先
着
別
組

費

1
組
5
0
0
円

(
お
子
さ
ん
は

2
人
目
か
ら
1
人
2
0
0
円
)

持

運
動
が
で
き
る
靴
と
服
装
、
タ

オ
ル
、
着
替
え
(
ラ
ケ
ッ
ト
と
ポ
ー

ル
は
主
催
者
が
用
意
)

申
・
固

電
話
で
同
研
修
セ
ン
タ
ー

宮

7
1
3
4
・
3
0
3
0

主
・
:
主
催
・
共
催

固
・
:
問
い
合
わ
せ

福祉@つといァ健康左

ショッピングプラザ1階センターコー卜で

開催します。

主催 我孫子北地区社会福祉協議会、我

孫子市社会福祉協議会、 我孫子市

固 我孫子北地区社会福祉協議会合71
65-3434 

日l時・場所 11月29日出午前10時か
ら午後4時、市民プラザ、あぴこショッ

ピングプラザ(入場無料)

内容 ①講演 「よく知られていない便秘

の原因~直腸弘、どの排便障害~J 講師
…辻仲康伸さん(東葛辻仲病院院長)、

①手話ダンス、@歌と踊り、@健康体操、

@健康チェνク、 @パネル展示、⑦無料

喫茶 (手づくりケーキとコーヒー・拒

茶)、 @展示即売会(障害者関係施設・

グループの製作品)

※講演会は手話通訳があります。

※①から①は市民プラザで、 @はあぴこ

教育課青少年担当制7182-5867Eメール

syakailくyouilくu@city.abilくo.chiba.jpヘ
園 教育委員会社会教育課ft7185-1151 

今静かなブームになっている絵手紙。こ

の絵手紙の技法を使って、すてきなクリス

マス力一ドを作ってみませんか。

日時 12月14日旧)午前9時30分から

午後O時30分
場所 湖北地区公民館(参加無料)

対象 小学校4年生から中学生と保護者、

先着8組20人程度
申し込み ハガキ、ファクス、 Eメールの
いずれかで、「たのしい絵手紙j、住所、全

員の諸学年電話番号を明記し、T
270-1166我孫子1684教育委員会社会

市役所の電話番号ft7185-1111 市役所のホームページアドレス http://www.city.abiko.chiba.jp
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叩
月
末
巴
弟
ガ
生
ま
れ
ま
し
だ
。

あ
姉
ち
ゃ
ん
の
素
質
バ
ッ
テ
リ
の

し
っ
か
り
も
の
で
す
。

痴
ほ
う
の
方
の
家
族
の
集
い

日

U
月
幻
日
同
日
時
加
分

5
日
時

却
分

所
保
健
セ
ン
タ
ー

内

介
護
方
法
や
日
ご
ろ
の
悩
み
な

ど
の
情
報
交
換

対

痴
ほ
う
の
方
を
介
護
し
て
い
る

家
族

費

1
1
0
円
(
お
茶
代
)

圃

企

護
支
援
謀
宮
7
1
8
6
・
1

4
1
1
 

リ
ウ
マ
チ
の
会
懇
談
会

-ー-
日

日

月
幻
日
同
日
時
却
分

i
M時

所
保
健
セ
ン
タ
ー

内

手
術
の
体
験
談
、
情
報
交
換

対
リ
ウ
マ
チ
患
者
と
家
族

費

2
0
0
円

圃
水
門
宮
7
1
8
4
・
5
7
8
3

耳
の
聞
こ
え
に
く
い

人

の

た

め

の

集

い

日
・
所
日
月
お
日
働
日
時
S
M時

記
分
、
ア
ピ
ス
タ
(
参
加
無
料
)

内

手
話
の
学
習

(
O
H
P
付
き
)
、

手
話
ダ
ン
ス

対

中

途
失
聴
者
、
難
聴
者

圃

中

途
失
聴
者

・
難
聴
者
の
会
・

斉
藤
宮
削

7
1
8
5
・
2
3
0
6

い
け
ざ
わ

池
津

ま

し

ろ

莱
白
ち
ゃ
ん

(
湖
北
台
・

1
歳
4
カ
月
)

誰
で
も
参
加
で
き
る

点

字

通

信

講

座

受
講
期
間

教
材
到
着
か
ら
1
年
間

内

テ
キ
ス
ト
に
沿
っ
て
打
っ
た
点

{T乞
郵
送
に
よ
り
添
削

対

点

{Tv-全
く
知
ら
な
い
方

費

1
万
2
8
0
0
円
(
点
字
練
習

機
、
教
材
、
郵
送
受
な
ど
を
含
む
)

申
・
圃

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
で
、

「通
信
講
座
希
望
」、

住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒
1
0
8
1

0
0
1
4
港
区
芝
4
の
7
の
6
尾
家

ピ
ル
1
階
市
川
点
字
図
書
館
宮
問

ω

.
5
4
3
9
・
6
7
7
2

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ミ
ナ
ー

-

個

別

相

談

日
・
所

平
成
同
年
1
月
お
日
冊
目

時
S
M時
、
市
民
プ
ラ
ザ

内

①
セ
ミ
ナ
ー

「区
分
所
有
法
と

中
高
層
共
同
住
宅
標
準
管
理
規
約
」

②
個
別
相
談
会

(
1組
初
分
)

対

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
組
合
、
管

理
者
、
居
住
者
、
①
先
着
1
0
0
人、

②
先
着
目
組

費
い
ず
れ
も
無
料

申
・
圃

電
話
で
日
月
初
日
9
時
か

ら
千
葉
県
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会
東

葛
支
部
宮
0
4
7
・
3
4
2
・
8
0

5
6
 は

や

し

よ

し

と

林
祥
甥
ち
ゃ
ん

(
中
峠
台
・

1
歳
3
カ
月
)

ひ
ょ
う
き
ん
芯
性
格
で
、
よ
く

笑
わ
せ
て
く
れ
ま
す
。
自
動
車
巴

棄
る
の
が
大
路
き
で
す
。

全
国
友
の
会
松
戸
支
部

家
事
と
家
計
の
講
習
会

日
・
所

①
日
月
初
日
同
:
・
湖
北
台

近
隣
セ
ン
タ
ー
、
②
幻
日
働
:
・天
王

台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー
、
③
幻
日
同
:
・

ア
ビ
ス
夕
、
い
ず
れ
も
叩
時
S
U時

対

①
先
着
目
人
、

⑦
③
先
着
羽
入

費

4
0
0
円
(
資
料
代
)

※
託
児
あ
り
(
要
予
約
)
。

※
申
し
込
み
有
益
な
ど
、
詳
し
く
は

内
田
宮
7
1
8
2
・
0
2
9
0
へ。

く
ら
し
の
中
の
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
I

日
・
所
ロ
月
1
日
開
叩
時

sロ
時
、

ア
ビ
ス
タ
(
以
降
月
2
回
で
全
日
回
)

内

ア
ロ
マ
オ
イ
ル
を
使
っ
た
美
肌

水
や
フ
ェ

l
シ
ヤ
ル
パ
ッ
ク
、
ハ
ン

ド
ク
リ
ー
ム
づ
く
り

費

各

回

1
5
0
0
円
(
材
料
費
)

申
・
圃

電
話
か
E
メ
1
ル
で
登
宮

0
9
0
・
6
1
7
3
・
1
2
4
0
E

メ
1
ル
O
帥

C
B
F
d
@
O
N
話
。

σ・

ロ
0
・
}
同
Uぼ

し
ゅ
う

英
会
話
サ
ー
ク
ル
会
員

日

毎
週
木
曜
日
、
日
時

1
日
時

所
市
民
会
館

内

米
国
人
講
師
に
よ
る
英
語
学
習

対

初
・
中
級
の
方

費

月

額

3
0
0
0
円
程
度
、
入
会

金
1
0
0
0
円

申
・
圃

電
話
で
木
昭
英
会
話

・
山

田
宮
7
1
6
9
・
5
5
0
6

dk白ヒ也事 11月1日現在
¥ 

.人口 132.171人 (+122人)
[うち外国人913人]

男 65.803人 (+61人)
女 66.368人 (+61人)

.世帯 50.208世帯(+90世帯)
※住民基本台帳人口・世帯数に外国人
登録者数・世帯数を加えた数値です。

※( )内は前月との比較。

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
員

日
・
所

毎
週
水
曜
日
:
・湖
北
台
球

場
、
毎
週
土
曜
日
:
・浅
間
前
多
目
的

広
場
、
い
ず
れ
も
9
時
加
分
i
ロ
時

対

日

歳
以
上
の
女
性
(
経
験
不
問
)

費

月

額

1
0
0
0
円

申
・
圃

電
話
で
い
る
か

S
ず
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
・
堀
口
宮
0
9
0
・
3
4

5
0
・
0
2
6
0

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
会
員

日

毎
週
水
曜
日
目
時
1
2時
却
分

所
布
佐
中
学
校
体
育
館

費

月

額

8
0
0
円

申
・
圃

電
話
で
布
佐
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
・
松
本
宮
7
1
0
6
・
2
5
2
5

パ
ソ
コ
ン
サ
ー
ク
ル
会
員

日

毎
週
日
曜
日
日
時
i
U時
初
分

所
市
民
会
館
ほ
か

内

基
本
操
作
、
タ
イ
ピ
ン
グ
、
文

書
作
成
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ほ
か

対

初
心
者
、
先
着
6
人

費

1
回
8
0
0
円
程
度

持

ノ

l
ト
パ
ソ
コ
ン

(
ウ
イ
ン
ド

ウ
ズ
)

申
・
圃

電
話
か
E
メ
l
ル
で
、
チ

ャ
ー
ト
ッ
ク
パ
ソ
コ
ン
サ
ー
ク
ル
・

宮
原
告
7
1
8
4
・
1
0
5
3
E
メ

ー
ル

n
y釦
同
・

2
n
w
@い
n
o
g
-

Y
O
E
O
-
ロ0
・

5

子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
団
体

対

子
ど
も
を
対
象
と
す
る
次
の
活

動
を
主
催
す
る
財
団
法
人
、
社
団
法

人
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
な
ど

忘れずに納めましょう

項 目 納期限
(口座儲日)

国民健康保険税第6期 12/1(月)

介護保険料第6期 12/1(月)

水道料金 25目(火)

下水道路者負担金第3期12/1(月)

①
自
然
体
験
や
社
会
奉
仕
体
験
な
ど

の
体
験
活
動
霊
説
書
会
や
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
開
催
な
ど
の
読
書
活
動
・
読

書
支
援
活
動
③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
利
用
可
能
な
教
材
の
開
発
や
普
及

応
募
期
限
ロ
月
5
日
(
消
印
有
効
)

※
応
募
育
法
な
ど
詳
し
く
は
、
独
立

行
政
法
人
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念

脅
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
基
金
部
助
成

課
宮

ω
・
5
7
9
0
・
8
1
1
7
へ。

お
し
ら
ぜ

定
例
教
育
委
員
会

日

日

月
お
日
制
日
時
却
分

所

水

道
局
4
階
会
議
室

圃
教
育
委
員
会
総
務
課
宮
7
1
8

5
・
1
1
5
1

献
血
に
ご
協
力
を

日

日

月
お
日

ω9時
却
分
5
日
時

記
分
、
日
時

1
日
時
加
分

所

市
役
所
本
庁
1
階
ロ
ピ
l

圃
生
活
支
援
謀
・
内
線
3
7
7

個

人

事

業

税

は

吃
月
1
固
ま
で
に
納
税
を

個
人
事
業
税
第
2
期
分
の
納
期
限

は
ロ
月
1
日
で
す
。

納
付
替
は
日
月
中
旬
に
発
送
し
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
最
寄
り
の
金
融

機
関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
納
税
は
、
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ

る
と
便
利
で
す
。

圃

柏

県
税
事
費
助
川
容，
ee--
4
7
・

1
2
3
1
 

制刻(人身)，.館側
(我孫子警察署管内・10月31日現在)
10月の発生件数 69件
今年の発生件数(1月-) 525件
前年間期比 一71件

10月の死者数 O人
今年の死者数 4人
前年間期比 + 1人
10月の負傷者数 86人
今年の負傷者数 677人
前年同期比 一70人

一
日
国
民
生
活
金
融
公
庫

日

U
月
初
日
同
日
時
5
日
時

所
我
孫
子
市
商
工
会

内

事
業
資
金
融
資
の
相
談

申
・
圃

電
話
で
日
月
四
日
ま
で
に

商
工
会
宮
7
1
8
2
・
3
1
3
1

郵
便
局
の
暮
ら
し
の
相
酸
セ
ン
タ
ー

無

料

貯

蓄

相

談

日

日

月
口
日
開
・
初
日
同
・

2
日

働

・
沼
田
ω
1
2日
側
、

ロ
月
2
日

ω・
6
日
出
・

8
日
開

-m日
制
・

日
日
同
・
日
日
出

・
日
日
開

i
u
日

側
、
四
日
働

所
柏
駅
西
口
暮
ら
し
の
相
談
セ
ン

タ
ー
(
柏
駅
西
口
下
車
徒
歩
拘
3
分
)

内

フ
ア
イ
ナ
ン
シ
ヤ
ル
プ
ラ
ン
ナ

ー
に
よ
る
貯
蓄
相
談

申
・
圃

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
宮
7

1
4
6
・
5
2
1
1
(平
日
9
時

S

口
時
)

陣
害
者
・
聖
書
の
人
権
1
1
0番

ロ
月
9
日

ω日
時
1
日即
時

内

障
害
者
や
高
齢
者
の
人
権
問
題

や
法
律
問
題
(
財
産
・
金
銭
・
家
族

問
題
)
全
般
の
無
料
電
話
相
談

相
麟
電
話
番

号

宮

0
4
3
・
2
2

7
・
8
6
8
1

主
・
圃
千
葉
県
弁
護
士
会
宮
0
4

3
・
2
2
7
・
8
4
3
1

※
面
接
相
談

(
無
料
)
を
希
望
す
る

方
は
、
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

日
前
号
記
事
の
訂
正

広
報
あ
ぴ
こ
日
月
1
日
号
5
面
の

「手
賀
沼
湖
畔
に
ホ
タ
ル
の
復
活
を
」

の
へ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の
写
真
説
明
文
の

中
で
、

「
体
調

7
5
m
m
」
と
あ
る

の
を

「体
長
7
1日
脚
」
に
訂
正
し

ま
す
。

圃

広

報

室

・
内
線
3
8
8

。
公
共
施
設
利
用
の
継
続
的
な
活
動

は
、
優
先
的
に
場
所
が
確
保
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

住宅需要実態調査にご協力を

市内約100世帯が対象

V抗体検査H 青色決算・消費税等

説明 会柏保健所で実施
国土突通省は、全国の都道府県と市区町村の協力を得て、 12月1日を

基準日として 「住宅需要実態調査」を行います。

この謂査は、皆さんが住宅について日頃どのようにお考えになっている

かなどを伺うもので、今後の住宅施策の重要な資料となるものです。

対象は全国で約10万世帯で、我弼子市では約 100世帯に謂査をお願
いすることになっています。

11月24日開から 12月7日旧)の聞に、統計調査員証を持った市職員が

対象世帯を訪問し、謂査票の配布と回収を行います。

謂査結果を統計資料の作成以外の目的に使用することは法律で禁じら

れていますので、謂査へのご協力をお願いします。

園都市計画課・内線553

日時

4関

場所市民会館大会議室

内容 ①所得税の青色決算書の作成方法、

青色申告特日曜除制度、貸借対照表の作

成ほか①消費税・地方消費税制度の概

要、届け出の手続き、記帳義務、課税売

上高の判定ほか

固相税務智国人課税第1ror~ft 7146・
2321 (内線335)

12月2日閃午後1時30分から

相保健所では、 HI V (ヒト免疫不全ウイル

ス)の抗体検査を実施しています。

希望する方には、性感染症検査(梅毒血清検

査クラミジア抗体検査)も岡田に行います。

いずれの検査も無料で、匿名で受けることが

できます。

日時毎月第1・3火曜日午前9時から 10時
受け付け

蝿所柏保健所(相市柏255)
申し込み不要(直接会場ヘ)

固柏保健所疾病対策課ft7167・1255

ζ剃簡(f;eぃ ファクスガイド・ファクス便利帳ft7183-6000 テレホンガイド・声の便利帳ft7185-5000 
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演劇集団

UBU-BOMI ! 

音楽劇

ーいのちのひびきー

遊玄社

エネJLギッシコな?フリカン・サウンドと

アフリカン・ダンスが楽しめます

宮
沢
賢
治
の

「ペ
ン
ネ
ン
ネ
ン
ネ

ン
ネ
ン

・
ネ
ネ
ム
の
伝
記
」
を
原
作

に
、
ア
フ
リ
カ
に
広
く
伝
わ
る
民
俗

楽
器
(
ア
フ
リ
カ
ン

・
ド
ラ
ム
、
マ

-ー-

リ
ン
パ
、
カ
ウ
ベ
ル
)
が
奏
で
る
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
ア
フ
リ
カ
ン

・
サ

ウ
ン
ド
と
ア
フ
リ
カ
ン

・
ダ
ン
ス
が

楽
し
め
ま
す
。

俳
優
た
ち
が
行
、
っ
歌

・
演
奏

・
踊

り
が
絶
妙
に
響
き
合
、
っ
、

「
う
き
う

き
」
す
る
よ
う
な
、
と
て
も
楽
し
い

作
品
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ

し
v

ウ

プ

ポ

ミ

※
「
U
B
U
EB
O
M
-
-」
と
は
、

ア
フ
リ
カ
大
陸
の
南
側
の
先
住
民
族

デ
ッ
ト
ヒ
l
ト
を
制
し
シ
ー
ド
権
獲
得

中
央
学
院
大
学
全
日
本
大
学
駅
伝
で
6
位
入
賞

秩
父
宮
賜
杯
第
話
回
全
日
本
大
学

駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
が
、
日
月
2

日
開
催
さ
れ
、
中
央
学
院
大
学
が
総

合
6
位
で
ゴ

l
ル
。
初
出
場
な
が
ら

来
年
の
本
戦
シ
1
ド
権
を
見
事
に
獲

得
し
ま
し
た
。

レ
1
ス
は
、
お
大
学
が
参
加
し
て

愛
知
県
熱
田
神
宮
か
ら
三
重
県
伊
勢

神
宮
ま
で
の
8
区
間
1
0
6
・
8
M

の
コ
l
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

第 1105号

あ

び
.....， 
ιー

-
区
で
区
間
日
位
と
や
や
出
遅
れ

た
も
の
の
3
区、

4
区
と
奮
起
し
総

合
順
位
を
6
位
へ
押
し
上
げ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
順
位
を
4
位
へ
と
上
げ
タ

ス
キ
を
ア
ン
カ
ー
へ
。
最
終
8
区
は

主
将
の
奥
村
選
手
、
激
し
い
シ
l
ド

権
争
い
の
中
、
区
間
7
位
で
走
り
抜

き
総
合
6
位
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

尾
上
コ

1
チ
は
、

「出
雲
大
学
駅

伝
(
ロ
位
)
、
全
日
本
大
学
駅
伝

(
6
位
)
と
、
順
調
に
順
位
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
、
チ
ー
ム
に
勢

い
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
は
箱
根
駅
伝
、
部
員
が
一
丸
と

ね
ら

な
っ
て
昨
年
以
上
の
順
位
を
狙
え

る
よ
う
、
さ
ら
に
努
力
し
て
い
き

ま
す
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

あ

れ

.....， 
ιー

れ

の
言
葉
で
、

「
い
の
ち
」
の
意
味
の

擬
声
語
で
す
。

日

時

ロ
月
幻
日
側
午
後
1
時
加
分

開
場
、

2
時
開
請

場
所
市
民
会
館

入
場
料

1
0
0
0
円
(
全
席
自
由
)

(
子
ど
も
優
先
席
あ
り
)

※
入
場
券
叩
人
分
を
ご
購
入
い
た
だ

い
た
団
体
に
は
、
付
き
添
い
券
1
人

分
を
お
付
け
し
ま
す
(
取
り
扱
い
は

教
育
委
員
会
で
の
み
)
。

入
場
券
販
売
所

市
民
会
館
内
売
庖

ひ
ろ
が
り
、
ブ
ッ
ク
イ
ン
ひ
ら
が
、

ミ
リ
オ
ン
楽
器
我
孫
子
庖
、
荒
井
書

庖
、
東
京
事
務
器
、
写
真
の
お
ち
あ

い
、
柏
高
島
屋
友
の
会
、
取
手
と
う

え
』
ゆ
、
っ

圃

教
育
委
員
会
文
化
課
宮
7
1
8

5
・
1
1
5
1

※
叩
人
以
上
の
団
体
は
パ
ス
送
迎
あ

り
。
詳
し
く
は
、
文
化
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
を
。

平
成
日
年
度
我
孫
子
市
小
中
学
校

科
学
作
品
展
に
応
募
さ
れ
た
作
品
の

、2
り
、
手
賀
沼
に
関
す
る
優
秀
な
研

究
や
作
品
幻
点
(
小
学
校
凶
点
、
中

平成 15年度我孫子市小中学校科学作品

手賀沼賞受賞作品をアビスタに展示

今
年
度
7
回
目
の
谷
津
の
自
然
観

察
会
を
行
い
ま
す
。

今
回
の
テ
1
マ
は

「紅
葉
と
冬
芽

の
始
ま
り
」
。
開
発
戸
、
都
部
の
谷

津
で
、
紅
葉
と
冬
芽
を
観
察
し
ま
す
。

学
校
7
点
)
に
手
賀
沼
賞
を
贈
り
ま

し
た
。受

賞
作
品
は
、
ア
ピ
ス
タ
1
階
ス

ト
リ
ー
ト
に
展
示
し
ま
す
。

日
時
・
場
所
日
月
却
日
出
午
前
9

時
ぬ
分
東
我
孫
子
駅
南
口
広
場
集
合
、

日
時
却
分
現
地
解
散
予
定
(
小
雨
実

施
、
荒
天
中
止
)

案
内
人

染
谷
迫
夫
さ
ん
・
首
藤
美

恵
子
さ
ん
(
自
一
然
観
察
指
導
員
)

定
員
先
着
お
人

参
加
費

無
料

持

参

ル

l
ペ
(
お
持
ち
の
方
)

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
・
圃

電
話
で
手
賀
沼
課
・

内
線
4
6
4
へ

※
開
催
の
有
無
は
、
当
日
の
午
前
8

時
か
ら
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
宮
7
1
8

5
・
5
0
0
0
コ
l
ド
番
号
8
5
0

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
研
究
の
成
果
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間

U
月
お
日
制
か
ら
初
日
側

圃

手
賀
沼
課
・
内
線
4
6
2

氏 名 題 名 学校名 学年
坪内聖樹 いもむしにつき 我孫子第二小 1年
井野 {圭祐 セミはどこからくるの 我孫子第二小 1年
山内奈都子 しょくぷっさいしゅう 湖 ~t 1年
藤原 誠 ほろびゆく生きもの 我孫子第四小 2年
増田政徳 ツバメがすを作ってからたび立つまで 我孫子第一小2年
本間優輝 手がぬまで見つけた鳥 高野山小 2年
阿久津麻実 手賀沼のプフンクトン 我孫子第四小 3年
寺島剣也 手がぬまにさく草花について 湖北台西小 3年

千葉公嘩 手賀酒に入りこむ川の水質、生き物調べ我孫子第一小 4年
星野友香 秋、春、夏の野草調べ 湖北台東小 4年
菊田一磨 手賀沼をもっと知りたい 我孫子第四小 5年
沖田奈宋 手賀沼とアオコ 我孫子第一小5年
永井萌子 消えたメダカを手賀沼に呼びもどそう 高野山小 6年
寺島優也 手賀沼周辺の草花について 湖北台西小 6年
河村彩夏 手賀沼の水はきれいになるか 我孫子中 1年
ニ津拓季 廃食用油のろうそく作り 湖 ~t 中 1年
小宮祐貴 植物採集 I手賀川・浅間橋周辺j湖 ~t 中 1年
伏谷彩希 リサイクル 湖北台中 2年
津田駿平 手賀沼にすむ水生生物 自 山 中2年
中川慎也 僕の r3年目の BIOTOPEJ 我嘉子中 3年
模 井綾音 カイワレで探る環境問題 布 佐 中3年

俳句

文芸だより
文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切りは、

毎月 20日(必着)。ハガキで1人1作に限ります。
応募先 〒270・1192市役所広報室(住所省略可)

盆
F
匂

d
A-，

呼
べ
ば
手
に
来
て
く
れ
き
う
な
秋
の
蝶
渋
谷
多
佳
子

F
d
&
t
u

・
』

石
蕗
咲
け
り
娘
の
家
の
泊
り
五
年
ぶ
り
新
堀
空
女

っ
た
も
み
じ

風

見

鶏

パ

ン

工

房

の

駕

紅

葉

下

回

文

子

記

念

日

の

卓

を

彩

る

菊

な

ま

す

小

林

光

江

左

肩

少

し

落

と

し

て

愈

私

立

つ

今

井

岩

夫

遠
筑
波
見
ゆ
る
日
と
な
り
木
守
柿
壁
谷
千
鶴
子

子
の
無
心
聞
き
か
ね
て
ゐ
る
虫
の
声
高
橋
喬

つ
ま
ペ
に
の
種
骨
り
出
て
自
立
と
や

背
山

陽

子

選竹内旦

あ
ら
煮
し
て
餓
色
と
な
り
し
大
根
を
吹
き
つ
つ
ほ
ほ
ぱ
る

季

節

と

な

り

ぬ

海

老

塚

恵

美

子

や

そ

じ

わ

し

た

ク
ラ
ス
会
に
八
十
路
に
な
ら
れ
し
吾
が
恩
師
慕
は
し
き
母

に
会
ひ
た
る
が
知
し

青
木

正

子

招
か
れ
し
敬
老
会
に
制
と
せ
し
僻
ー
炉
問
の
李
乞
味
は
ひ
て

飲

む

須

田

利

夫

幼
な
孫
二
人
に
疲
れ
気
味
の
老
い
こ
の
窓
?
に
余
生
は

げ

ま

む

山

口

魁

グ
ラ
ン
ド
へ
自
転
車
つ
ら
ぬ
生
徒
ら
の
声
上
げ
ゆ
く
に
答

へ

て

送

る

三

谷

和

夫

潮
風
に
耐
へ
て
息
づ
ふ
尚
宏
き
み
ど
り
に
タ
予
す

川
上
進
也

忍
者
の
ご
と
磯
の
岩
場
を
と
ぴ
わ
た
り
、
軍
と
る
対
の
繁

足

ま

ぶ

し

き

津

村

阿

皐

収
穫
の
一
段
落
込
霊
と
伊
豆
一
週
の
旅
に
出
で
た
り

新
堀
孝
女

山本 寛太選

十
月
に
入
る
と
、
人
家
の
庭
や
公

園
で
黄
色
い
花
を
つ
け
た
ツ
ワ
ブ
キ

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

石
醗
は
海
岸
の
岩
の
上
や
嵐
に
生

え
る
常
緑
の
多
年
草
で
、
葉
は
厚
み

が
あ
り
、
光
沢
も
あ
り
ま
す
。

ツ
ワ
ブ
キ
は
匙
蹴
」
が
な
ま
っ

た
名
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。

若
い
葉
は
握
り
こ
ぶ
し
の
よ
う
に

糧事R

マ~rø プ辛
(きく科)

事
周
昂
傭
績

H
醸
り
ま
す
H

有
料
で
申
デ
ス
ク
ト
ッ

プ
パ
ソ
コ
ン
(
ウ
イ
ン
ド

ウ
ズ
錦
)
:・
萩
岡
宮
7
1

6
9
・
2
0
1
8

無
料
で
申
自
転
車
(
女

児
用
比
イ
ン
チ
)
・:
今
福

宮

7
1
8
5
・
6
3
2
3

"
醸
っ
て
く
だ
さ
い
"

無
料
で
申

2
人
乗
り
ベ

ビ
ー
カ
ー

(
1
歳
か
ら
2

歳
対
応
)
:・
坂
詰
宮
0
9

0
・
7
9
4
2
・
4
0
8

9

申
卓
上
ミ
シ
ン
:
・
高

橋
宮
7
1
8
5
・
0
0
4

3
 

申
し
込
み

直
接

圃

ふ
れ
あ
い
工
房
宮
7

1
8
6
・
5
5
0
0

各
連
絡
先
へ

ま
る
ま
り
、
薄
茶
色
の
軟
毛
に
覆
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
成
長
す
る
に
つ
れ
、

無
毛
と
な
り
ま
す
。

花
期
は
十
S
十
二
月
で
、
中
央
部

に
は
筒
状
の
小
花
が
多
数
集
ま
り
、

周
囲
を
八

S
十
五
個
の
舌
状
の
花
ぴ

ら
を
持
っ
た
小
花
が
取
り
巻
い
て
い

ま
す
。
筒
状
花
に
は
船
し
ぺ
も
船
し

ベ
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
舌
状
花
に

は
雄
し
べ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

若
い
葉
の
祢
は
食
用
に
な
り
、
両

訴
は
キ
ヤ
ラ
ブ
キ
と
い
い
ま
す
。

茎
一や
葉
は
魚
類
の
中
毒
に
効
き
、

葉
を
も
み
、
火
で
あ
ぶ
っ
て
は
れ
も

の
に
は
れ
ば
吸
い
出
し
薬
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
生
葉
の
し
ぼ
り
汁
を
や

け
ど
や
切
り
傷
に
つ
け
る
と
耕
が
あ

る
と
い
わ
れ
ま
す
。

(
文
・
写
真

tè100 瞳~. この広報紙は 100%再生紙・大亘インクを使用しています。


